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自己紹介

【専門】

発達生物心理学

＝心の発達を生物心理学的に探る学問

臨床発達心理学

＝心の発達の問題をケアする学問

自治医科大学

医学部心理学研究室・教授



研究室HP http://www.jichi.ac.jp/psychology/profile.html
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英語で書かれた論文が評価対象

日本語で書かれた論文も評価対象

心理学の研究分野間では研究評価方法が異なる
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心理学の研究分野間では研究評価方法が異なる



今の研究評価システムの大きな問題点

若手研究者の振る舞いに
大きな影響を与えてしまっている。



ポストドクター等の推移

「ポストドクター等の雇用状況・博士課程在籍者への経済的支援状況調査－2007年度・2008年度実績－」（2010年4月、科学技術政策研究所）



学術への競争原理導入のネガティブな影響



科学研究予算配分の選択と集中の影響

豊田長康「科学立国の危機―失速する日本の研究力」
東洋経済新報社（2019）



今の研究評価システムの大きな問題点

若手研究者の振る舞いに
大きな影響を与えてしまっている。

評価に引きずられる研究者の振る舞い



研究評価のメトリクス

宮川剛「科学技術研究における多様なメトリクスの重要性 一研究者の視点から」情報管理 55 巻 (2012) 3 号

 文献引用数に基づくメトリクス
・インパクトファクター
・研究者個人の論文の総引用数
・h-index

・i10-index

 それ以外のメトリクス
・研究者個人の論文出版数
・取得した研究費の額



研究評価のメトリクス

Nature 465, 860-862 (2010)

 文献引用数に基づくメトリクス
・インパクトファクター（ジャーナルの影響力を反映）

ジャーナルのインパクトファクターを個々の論文や
個人の研究成果の評価の目的で使うべきではない。
それは致命的な罪である

2005年のNature誌のインパクトファクターの89%は、
掲載された論文の25%によって説明される



研究評価のメトリクス

宮川剛「科学技術研究における多様なメトリクスの重要性 一研究者の視点から」情報管理 55 巻 (2012) 3 号

 文献引用数に基づくメトリクス
・インパクトファクター（ジャーナルの影響力を反映）
・研究者個人の論文の総引用数
（引用が極端に多数なされている少数の論文の有無が大きく値を左右）
・h-index（評価までに時間がかかる）
・i10-index（評価までに時間がかかる）

→ある論文を批判したり否定する場合にも、その論文を引用することに
なるがこのような場合でも引用数はプラスに伸びることになる。

→引用できる文献の数に制限があるが、引用する文献を減らさなければ
いけない場合、論文の入手しやすさ、論文が発表された国などが考慮
にいれられてしまう。



研究評価のメトリクス

宮川剛「科学技術研究における多様なメトリクスの重要性 一研究者の視点から」情報管理 55 巻 (2012) 3 号

 それ以外のメトリクス
・研究者個人の論文出版数
（枯れ木も山のにぎわいとなり、質より量の研究者が評価される）
・取得した研究費の額
（研究計画への評価であり、研究への評価ではない）



研究評価のメトリクス

宮川剛「科学技術研究における多様なメトリクスの重要性 一研究者の視点から」情報管理 55 巻 (2012) 3 号

 新たに検討されるべきメトリクス
・インターネット上での論文のアクセス数・ダウンロード数
発表後速やかに数値に反映される傾向が強い。その分野の研究者だけ
でなく、一般市民や分野外の研究者など、より広い閲覧者からの注目
の度合いも反映する。

Altmetrics（http://altmetrics.org/manifesto/）
ReaderMeter（http://nitens.org/taraborelli/ReaderMeter）

http://altmetrics.org/manifesto/
http://nitens.org/taraborelli/ReaderMeter


研究評価のメトリクス

分野を超えた評価の違い
学際的研究への評価が困難

部門HP http://www.jichi.ac.jp/sougoukyouiku/



研究分野間では研究評価方法が異なる

自然科学 社会科学 人文学

私たちはどのように研究を評価したらよいのだろうか？

インパクト
ファクター？

h-index？
i10-index？

研究の質が
大切。
論文よりも
書籍が重要。

難しい。。。



若手研究者
過度に競争的環境の中で
評価される状況にあり、
その評価によって自身の
将来が決まる

私たちはどのように研究を評価したらよいのだろうか？

インパクト
ファクターの
高い雑誌に
論文を掲載し、
h-indexやi10-
indexを高め
ないといけな
いんです。

研究の質が
大切だよ。
何よりも君が
興味を持てる
ものを研究し
ないと。

シニア研究者
安定したポジションに
就いている



若手研究者の振る舞いに
大きな影響を与えてしまっている

どこを目指して
頑張ればいいんだ！？

若手研究者

単独で完璧な指標というのは存在しない

第一著者の論文とそうでない論文

分野ごとの研究者人口

学位取得後の年数
主宰する研究室の立ち上げ後の年数



若手研究者
過度に競争的環境の中で
評価される状況にあり、
その評価によって自身の
将来が決まる

私たちはどのように研究を評価したらよいのだろうか？

インパクト
ファクターの
高い雑誌に
論文を掲載し、
h-indexやi10-
indexを高め
ないといけな
いんです。

研究の質が
大切だよ。
何よりも君が
興味を持てる
ものを研究し
ないと。

シニア研究者
安定したポジションに
就いている

評価者を評価する仕組みの必要性



議論があるのに、それが浸透しない現状

宮川剛「科学技術研究における多様なメトリクスの重要性 一研究者の視点から」情報管理 55 巻 (2012) 3 号
林和弘「計量書誌学から研究活動計量学へ」情報の科学と技術 64巻 (2014) 12号



大学人としての若手研究者

研究 教育



教育評価のメトリクス

 科目数：教育力の幅

 分野適合度：教育分野のマッチング

 実務経験：実践歴・指導歴等

研究評価のメトリクスよりも基準が曖昧



社会貢献機関としての大学

研究 教育 社会活動



社会活動評価のメトリクス

評価のメトリクスとして認識されていない



社会活動評価のメトリクス

大学を通じた地域貢献活動は当該地域のみで
評価される（持ち歩きが不可能）



求められる流動性



研究者の流動性・安定性に関するこれまでの主な提言及び取組について

資料２－３「科学技術・学術審議会人材委員会・中央教育審議会大学分科会大学院部会合同部会」（第６回） H30.7.31



社会貢献機関としての大学

研究 教育 社会活動

持ち歩き可能



若手研究者にとって望ましい研究評価システム

研究 教育 社会活動

多角性 定量性 採用・移動可能
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